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岡村甫著 ハイパフォーマンスコン

クリート を参考に自己充填コンク

リートの骨材量を決定、その上で、

Ducom による解析を用いて水中養生

10 日目に 50N/㎟ 丁度の強度にな

るように単位水量やフライアッシュ

置換率などを決定した。 

横浜国立大学 コンクリート研究室 

単位水量の微調整 

172L/㎥→169L/㎥ 

体積当たり内割繊維混入量の微調整 

0.1％Vol/㎥→0.15％Vol/㎥ 

繊維を混入する事で、レーンに

衝突した時の衝撃による剝離

防止・引張強度の増加を期待し

た。 

玄武岩を溶かして固めている

だけなので、実質 CO２の排出

量はゼロ 

粉体に対するフライアッシュ

置換率を 30％とギリギリまで

上げる事で CO２排出抑制 ベースのコンクリートを B 種高炉セメントコ

ンクリートにする事で CO２排出抑制 

試し練りによる強度・流動性の確認 最終的な配合の決定 

立方体から削り出す形で重量

抑制の為の球形の埋設型枠を

作成・外側の型枠の内部に埋め

込んだ。 

今回、玄武岩製繊維

は留学生の伝手でウ

ズベキスタンから輸

入した。 


